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１ 歴   史 
 
世 界    （2007.07.22.一部改正） 
 
誕生前期       ヨーロッパ各国で様々な「羽根つき遊び」が行われていた。 

１３９０年のイギリス絵画（２人の農夫が羽子をついている）にその様子を 
見ることができる。 

誕生期         １８３０年代に英国のイングランドのサウスグロスターシャー（州）の 
バドミントン村にあるボーフォート公爵の居城バドミントンハウスなどでも 

行われていた。 1830.1.12.サマーセット夫人が2117回ついた話 

いくつかの羽根つき遊びの中で、直接バドミントンの誕生につながったのは、 

バトルドア・シャトルコック（battledore and shuttlecock）である。 

１８６０年に、ロンドンの文具商がゲーム一式に「バドミントン・バトルド

アー」という名を付けて販売した。 

結論 バドミントンは1860～70代に英国で誕生した。 

その後，英国各地でバドミントンクラブが誕生した。 
１８７６年 最初のルールブック（セルビー大佐ら） 
１８８７年、１８９０年 改訂出版（ハート氏、ヴィダル氏） 
１８９３年 英国バドミントン協会設立 １４のクラブ  

会長・ドルビー大佐 ルールの統一と普及 
    １８９９年（明治３２年）第１回全英バドミントン選手権大会開催 

                    （ﾀﾞﾌﾞﾙｽのみ，翌年からｼﾝｸﾞﾙｽも） 
普及期         １９３４年（昭和９年）国際バドミントン連盟（ＩＢＦ）設立 
         International Badminton Federation 
        （ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ,ｶﾅﾀﾞ,ﾃﾞﾝﾏｰｸ,ﾌﾗﾝｽ,ｵﾗﾝﾀﾞ,ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ,ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ, 

ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ,ｳｴｰﾙｽﾞの９協会） 
 
中断期       第１・２次世界大戦 
発展Ⅰ期  １９４８～９年（昭和２３～４年）第１回世界男子団体ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ選手権大会 

  （トマス杯）開催〔１０か国〕 
１９５６～７年（昭和３１～２年）第１回世界女子団体ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ選手権大会 

  （ユーバー杯）開催〔１１か国〕 
１９７７年（昭和５２年）    第１回世界ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ選手権大会（個人）開催 
１９７８年（昭和５３年）    世界ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ連盟（ＷＢＦ）結成（中国・マ） 
１９８１年（昭和５６年６月）  ＩＢＦとＷＢＦが合体してＩＢＦとなる 
１９８８年（昭和６３年）    ＩＢＦ競技規則大幅改訂 
１９８９年（平成 元年）    第１回ｽﾃﾞｨﾙﾏﾝ杯争奪世界男女混成団体選手権 
１９９２年（平成 ４年）    第１回世界ｼﾞｭﾆｱ個人選手権大会開催 

発展Ⅱ期   〃     〃       オリンピック正式種目となる（バルセロナ） 
１９９９年（平成１１年）    アジア大会で、米倉加奈子ＷＳ優勝 
２００３年（平成１５年）４月  ヨネックスＯＰジャパン開始 
２００４年（平成１６年）５月  20回ユーバー杯 中 韓 日本 ﾃﾞﾝﾏｰｸ  

       〃         ８月  14回世界選手権（個人戦）山本・山田組3位 
〃         〃   アテネ五輪 

２００５年（平成１７年）３月  96回全英ＯＰ 広瀬栄理子ＷＳ3位 
            10月  ﾃﾞﾝﾏｰｸｵｰﾌﾟﾝ 小椋・潮田組優勝 

     ２００７年（平成１９年）６月  10回 ｽﾃﾞｨﾙﾏﾝ杯 中 ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 韓 ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ 
     〃    ＩＢＦがＢＷＦ（Badminton World Federation）と改称 

       同時に、ＡＢＣがＢＡＣ（Badminton Asian Confederation）と改称 
   ＢＷＦ（ＩＢＦ改称）会長 KANG Young Joong (Korea) 

加盟国、準加盟国・地域数は、１５８ 
２００８年（平成２０年）５月  25回ﾄﾏｽ杯  中 韓国 ﾏﾚｰｼｱ ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 

〃         〃   22回ﾕｰﾊﾞｰ杯 中 ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 韓国 ﾄﾞｲﾂ 
 

  ＊ 資料協力 筑波大学名誉教授阿部一佳氏 
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日 本     
 
天明７年（１７８７）  「紅毛雑話」（森島中良著）に掲載 
                    「長崎阿蘭陀（オランダ）屋敷図」 長崎・出島資料館所蔵 
大正後期（１９２０年代）名古屋、大阪、横浜各ＹＭＣＡで活動 
昭和初期        横浜，神戸の残留外人やＹＭＣＡ関係者の間でプレーされた。 
昭和１０年頃      横浜ＹＭＣＡが正式採用 
昭和１３年       神奈川県バドミントン協会設立 
（昭和１６年～２０年） （太平洋戦争） 
（昭和１７年）     （慶応大学クラブ発足） 
＊昭和２１年（１９４６） 日本バドミントン協会（ＮＢＡ）設立（１１月２日） 
  ２２年      ○全日本バドミントン選手権大会（現総合）開始 
            （現在全日本総合バドミントン選手権大会という。） 
  ２３年       日本体育協会に加盟（１２月２１日） 
  ２４年      ○第４回国民体育大会に初参加 
            （一般・高校男女と教員男子団体の５種目） 
  ２５年      ○全日本学生バドミントン選手権大会開始 
   〃       ○全国高等学校バドミントン選手権大会開始 
  ２６年      ○全日本実業団バドミントン選手権大会開始 
  ２７年（１９５２） 国際バドミントン連盟に加盟（３月１９日） 
  ２９～３０年    第３回トマス杯大会に初参加 
  ３３年      ○全日本社会人バドミントン選手権大会開始 
  ３４年       アジア連盟加入 
  ３７年      ○全日本教職員バドミントン選手権大会開始 
  ３９年       第６回トマス杯大会を東京で開催 
  ４１年       第４回ユーバー杯大会に初参加で優勝 
  ４４年       第５回ユーバー杯大会を東京で開催，日本初防衛 
            以後第６，８，９回大会優勝 
            全日本女子バドミントンチャンピオンズトーナメント大会開始 
  ４６年      ○全国中学校選抜バドミントン選手権大会開始 
  ４７年      ○全国高校選抜バドミントン選手権大会開始 
  ５２年      ○全日本高等専門学校バドミントン選手権大会開始 
  ５４年      ○日本リーグ開始 
  ５５年       ジャパンオープン選手権大会開始 
  ５７年      ○全日本ジュニアバドミントン選手権大会開始 
            ＮＢＡが財団法人となる。 
  ５８年      ○全日本家庭婦人バドミントン競技大会（現レディース）開始 
  ５９年      ○全日本シニアバドミントン選手権大会開始 
  ６０年      ○若葉カップ全国小学生大会開始 

６３年      ○全国スポーツ・レクリエーション祭バドミントン競技開始 
平成 ４年      ○全国小学生バドミントン選手権大会開始 
  １０年       第13回アジア競技大会ﾊﾞﾄﾞＷＳで米倉加奈子優勝（38年振り） 
  １２年      ○全日本中学生バドミントン選手権大会開始 
           ○全国小学生ＡＢＣバドミントン大会開始 
  １３年      ○日本スポーツマスターズバドミントン競技開始 

１４年      ○日本バドミントンジュニアグランプリ開始 
１８年      ○全日本レディース（個人戦）バドミントン選手権大会開始 

（注）○印は日本バドミントン協会が主催，または主管する第１種年次大会である。 
 
平成１６年４月１日  ＮＢＡ会長に衆議院議員綿貫民輔就任 現在に至る 
（注）ＮＢＡ歴代会長  初  代 昭和22年～ 故白山源三郎 
            第２代 昭和23年～ 故山田文雄 
            第３代 昭和31年～ 故本田弘敏 
            第４代 昭和56年～  故桜内義雄 2003.7.5.歿 

           第５代 平成16年～  綿貫民輔 
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２ フォルトの種類                       2006.10.1.現在 
次の３７種ある。  （注）Ｓ＝シャトル Ｒ＝ラケット 
 
サービス関係               第13条第1項、第9条第1項 

１ 不当に遅らせた                    〔9-1-(1)〕 
２ 境界線に触れた                    〔  -(2)〕 
３ 両足の一部分がコート面に接していなかった       〔  -(3)〕 
４ サーバーが最初にＳの台を打たなかった         〔  -(4)〕 

（羽根打ちサーブ） 
５ Ｓ全体がサーバーのウェストより下でなかった      〔  -(5)〕 
６ Ｒのシャフトが下向きでなかった            〔  -(6)〕 
７ Ｒの前方への動きが継続しなかった           〔  -(7)〕 
８ ＳがサーバーのＲから上向きに飛行し、ネットの     〔  -(8)〕 
 上を通り、レシーバーのｻｰﾋﾞｽｺｰﾄ に落ちなかった 
９ Ｓの打ちそこない（空振りほか）          〔   -(9)〕 
10 サーバーのパートナーがレシーバーの視界をさえぎった〔9-5  〕 
11 Ｓがネットの上に乗ったとき               13-2-(1) 

  12 Ｓがネットを越えた後、ネットにひっかかったとき   13-2-(2) 
13  レシーバーのパートナーがシャトルを打った      13-2-(3) 
 

一般共通 
１ Ｓがコートの境界線の外に落ちた        13-3- (1) 
２ Ｓがネットを通りぬけるか、下を通った          - (2) 
３ Ｓがネットの上を越えなかった           - (3) 
４ Ｓが天井，壁に触れた                            - (4) 
５ Ｓがプレーヤーの身体、着衣に触れた        - (5) 
６ Ｓがコート外の物、人に触れた           - (6) 
７ ＳがＲ上に捕らえられ保持されて、振り投げられた  - (7) 
８ Ｓが同じプレーヤーに２回連続して打たれた 
９ Ｓがパートナー同士で連続して打たれた 
10 Ｓがラケットに触れて、相手コートに向かわなかった 
11 Ｒ、身体、着衣がネットや支持物に触れた    13-4- (1) 
12 ネットの上から相手コートを侵した                  - (2) 
13  ＲとＳとの最初の接触点が打者側でなかった         - (2) 
14 ネットの下から相手コートを侵して、相手を妨害した - (3) 

り、注意をそらしたりした 
15 相手の正当なストロークを妨げた          - (4) 
16 故意に相手の注意をそらした              - (5) 
17  インタ－バルの違反                           16-7- (2)  

    
その他 

  第16条の違反行為がはなはだしい、繰り返す、継続 13-5 
 してやめないとき、例えば 
１ プレーを継続しなかった                     〔16-1   〕 
２ 体力や息切れを回復するための遅延行為         〔16-4   〕 
３ 主審の許可なしにコートを離れた              〔  5-(2)〕 
４ プレーを故意に遅延、中断した             〔16-6-(1)〕 
５ シャトルのスピードや飛び方を故意に変えた       〔   -(2)〕 
６ 見苦しい服装、下品で無礼な態度、言動         〔   -(3)〕 
７ 不品行または不快な行動                〔   -(4)〕 

ただし、１回めは警告  ２回めはフォルト         〔16-7-(1)〕 
     また、なお続けた場合、失格させることができる    〔   -(2)〕 
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３ スコアシート（得点用紙）のつけ方 
 
次は、サービングサイド山田さん、宮路さん（東京都）とレシービングサイド今井さん、 

浜中さん（愛媛県）の第１ゲームの得点推移を記録したものである。 
（注）ア～スは説明のための記号である。ゲームを始めるときの最初のサーバーにＳ、最初の 

レシーバーにＲを書いておく。 

  ア イ ウ エ オ カ キ ク            ケ    

山田順一 S 0        4 6       

宮路一男    1 2 3       5 7 8     

今井正雄    1 2         6   8 9 10       

浜中 強 R 0      3 4 5   7   11 12 13 14 

     コ    サ シ ス       

    9      12         

     10 11   13 13       

      16    19 20        

   15    S  17 18    21  21         
                       13:10停電 

13:34再開 
主審のコール                   

〔注 選手の紹介等省略〕 
ア ラブ(0) オール、プレー 
イ （フォルト）、サービスオーバー、ワン(1) ラブ(0) 
  〔注 フォルトは明らかなときは省略する。〕 
ウ （フォルト）、ツー(2)ラブ(0)  
エ （線審がアウトのコールと合図）、サービスオーバー、ワン(1) ツー(2) 
オ （フォルト）、ツー(2)オール 
カ （フォルト）、スリー(3) ツー(2) 
キ （線審がインの合図）、サービスオーバー、スリー(3)オール 
ク （フォルト）、フォー(4) スリー(3) 
 （途中略） 
ケ サービスオーバー、イレブン(11) エイト(8)、インターバル 
    （60秒のインターバルで40秒経ったら） 
  第○コート 20秒、第○コート 20秒（２回繰り返す） 
    （インターバルが終り次第）イレブン(11) エイト(8)、プレー 
コ プレー イズ サスペンディド 
  〔注 このとき、S を記入し、その内容と時間を付記しておく。〕 
    （途中略） 
サ トゥエンティ(20) ゲームポイント トゥエルブ(12) 
シ サービスオーバー、サーティーン(13)  トゥエンティ(20) 
ス ゲーム〔同時にストップウオッチを押す。〕 

ファーストゲーム  ワン バイ 今井さん、浜中さん（愛媛県） 
  トゥエンティワン(21) サーティーン(13)  

   
そして、第２ゲームも今井・浜中組が２１－１６で、試合が終了した場合、勝者署名をもらい、 

スコアシートの所定の欄に 
今井正雄   ２１－１３    山田順一 

２        ０ 
浜中 強   ２１－１６    宮路一男 
（愛媛県）           （東京都） 

と書き、スコア、主審署名の欄を記入して、競技役員長（レフェリー）へ提出する。 
 
 

                 


